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福
島
か
ず
え 

 
福
島

私
は
日
本
共
産
党
宮
城
県
会
議
員
団
を
代
表

提
案
さ
れ
て
い
る

の
５
件
に
反
対
し

討
論

 

 

第
８
９
号
議
案 

令
和
五
年
度
宮
城
県
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
述

 

今
回
の
補
正
予
算

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

地
域
ポ
イ
ン
ト

万
円

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す

３
億
８
千
５
１
万
円

女
川
原
発
か
ら
３
０
キ
ロ
圏
内
の

６
市
町
の
住
民
約
３
０
万
４
千
人
の

見
込
み
で
４
分
の
１
の
人

が

県
が
進
め
て
い
る

デ
ジ
タ
ル

を

地
域

を
利
用
で

デ
ジ
タ
ル
ポ
イ
ン
ト
５
０
０
０
円
分
が
付
与
さ
れ
る
と
い
う

残

そ
の
事
業
を
担
う
事
務

局
へ
の
委
託
費
等

分

当
初
予
算
に
計
上

 

私

以
下
３
点
の
理
由

事
業
に
つ
い
て
反
対

 

 

第
一

と
ス
マ
ホ
を
持

人
に
は

ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
な
い
こ

ひ
と
り
５
千
円
の
配
布
は
こ
の
物
価
高
に
助
か

地
域
の
小
売
店
等
へ
の
経
済
効
果
も
あ
る
と
は
思

い
ま
す

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド

す
な
わ
ち

や
パ
ソ
コ
ン
等
の
情
報
通
信
技
術
を

利
用
で
き
る
人
と
利
用
で
き
な
い
人
と
の
間
に
生
じ
る
格
差
か
ら
社
会
的
に

d
i
v
i
d
e
=

が
起
こ

る
こ
と

行
政
が
助
長

の

問
題
が
噴
出
し
て
い
る
時

取
得
促
進
を
目
的
と
す
る
事
業
は
認

 

 

第
二

目
的
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る

デ
ジ
タ
ル
身
分
証
ア
プ
リ
の

デ

ジ
タ
ル
身
分
証

シ
ス
テ
ム

な
時
に
県
民
が
活
用
で
き
る
も
の

な
の
か

そ
の
具
体
的
な
説
明

そ
の
デ
ジ
タ
ル
身
分
証
ア
プ
リ
の

対

策
が
ど
の
よ
う
に
行

本
当
に
使

安
全
安
心

保
障
が
何
も
示
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
で
す

を
使

の
Ｉ
Ｃ

か
ら
読
み
取
る

の
基
本
４
情
報
そ
の
も
の
が
重
要
な
個
人
情
報

そ
れ
ら
の
大
事
な
個
人
情
報
が
き
ち
ん
と
保
護
さ
れ
る

極
め
て
心
配

 

 

第
三

デ
ジ
タ
ル
身
分
証
ア
プ
リ

と
そ
れ
に
関
連
す
る
ミ
ニ
ア
プ
リ
の
開
発
を
手
が
け
る
業
者
選
定
に

対
す
る
疑
義

こ
れ
ら
の
開
発

昨
年
８
月
に
会
社
を
設
立
し
た
ば
か
り
の

株
式
会
社

が
行

現
状
は
事
実
上
の
１
社
独
占

 

知
事
は
昨
年
８
月
に

Ｄ
Ｘ
先
進
県
を
目
指

タ
イ
ト
ル
で
行

内
外
情
勢
調
査
会
の
講
演
で

今
回

の
地
域
ポ
イ
ン
ト
等
導
入
事
業
を
示
唆
し
て

デ
ジ
タ
ル
身
分
証
ア
プ
リ
に
つ
い
て

Ａ
社
と
一
緒
に

開
発
し

ア
プ
リ
を
柱
に
し
な
が
ら
Ｄ
Ｘ
を
進

と
述
べ

の
管
理
は
現
在
共

同
で
開
発
し
て
い
る
Ａ
社
に
委
託
し
よ
う
と
思

こ
の
Ａ
社

ン
株
式
会
社

 

株
式
会
社

今
年
３
月
に
総
務
省

公
的
個
人
認
証

に
お
け
る

の
認
証
を
受

月
２
６
日
に
は
宮
城
県
と

Ｄ
Ｘ
推
進
の
た
め
の
実
証
事
業
に
関
す
る
連

携
協
定

を
結

協
定
に
基

今
回
の
地
域
ポ
イ
ン
ト
の
ミ
ニ
ア
プ
リ
は

ン
株
式
会
社
が
無
償
で
開
発

県
に
提
供
し

昨
年
１
０
月
に
行

原
子
力
防
災
訓
練
で
使
用

避

難
支
援

も

株
式
会
社
が
開
発
し

昨
年

と
い
う
こ
と
で

県
の
財
政
負
担

 

デ
ジ
タ
ル

や
他
の
付
随
す
る
関
連
ミ
ニ
ア
プ
リ
を
具
体
的

実
用
化
す
る
際

に
県
が
負
担
す
る
利
用
料
が
発
生

金
額
が

ま
た

株
式

会
社
以
外
の
事
業
者
が

デ
ジ
タ
ル

実
用
化
の
入
札
に
参
入

定
か
で
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先
ほ
ど
も
引
用

連
携
協
定

を
締
結
す
る
前

知
事
は

デ
ジ
タ
ル

を

株
式
会
社
と

一
緒
に
開
発

管
理
も
委
託
し
よ
う
と
思

発
言
す

県
と

株
式
会
社
と
の
関
係
は
親
密

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
も

議
会
に
は
具
体
的
な
説
明

公
的
個
人
認
証

を
扱
う
国
の
認
可
を
受
け
て
い
る
法

人
は
全
国
に
１
６
社
あ
る
中

県
が
公
募
も
行

株
式
会
社

Ｄ
Ｘ
推
進

の
た
め
の
実
証
事
業
に
関
す
る
連
携
協
定

を
結

理
由
が
明
確

他
社
と
比
較
で
き
る

材
料
や
知
見
は
県
民
に
も
議
会
に
も
提
供
さ
れ
て

公
平
性
や
競
争
性
が
担
保
さ
れ
て

 

と

情
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
中
核
部
分
に
特
定
の
企
業
の
製
品
や

な
ど
を
組
み
込
ん
だ
構
成

他
社
製
品
へ
の
切
り
替
え
が
困
難
に
な
る
こ
と

問

題

い
ま
す

国
の
シ
ス
テ
ム
調
達
で
競
争
原
理
が
働
い
て
い
な
い
実
態
は
会
計
検
査
院
が
２
０
２
１

年
５
月
に
公
表
し
た
調
査
で
明
ら
か

中
央
官
庁
が
２
０
１
８
年
度
に
実
施
し
た
シ
ス
テ
ム
調
達
の
７

に
よ
る
契
約
件
数

1

社
し
か
入
札
に
参
加

1

で

デ
ジ
タ
ル
庁
も
こ
れ
ま
で
実
施
し
た
調
達
の
６
割
は

1

社
応
札

多

企
業

自
治
体

陥

他
社

移
行

高
額

費
用

負
担

強

指
摘

県

株
式
会
社

実
証
事
業

関

連
携
協
定

競
争
性

働

負
担

可
能
性

否
定

以
上

理
由

地
域
ポ
イ
ン
ト

を
含
ん
で
い
る
議
８
９
号

議
案
に
反
対

 

次

の

に
基
づ
く

ス
ト
ラ
リ
ア
軍
隊
へ
の
軽
油
引
取
税
の

を
定

日
豪

自
衛
隊
と

軍
が
相
手
国
内
で
共
同
訓
練
を
す
る
際
の
法
的
な
地
位
な
ど
を

定

外
国
軍
と
の
共
同
の
軍
事
活
動
を
強
化

憲
法
９
条
に
反

憲
法
違

反

に
基
づ
く
軽
油
引
取
税
の
課
税
免
除
は
認

 

 議
第
９
５
号
議
案

原
発
立
地
地
域
に
お
け
る

び
県
固
定
資
産
税
の
優
遇
措
置

を
定
め
る
条
例
を
２
年
間
延
長

条
例

女
川
原
発
の
稼
働
を
前
提

賛
成

 

 

に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
施

行
条
例
の

外
国
人
の
生
活
保
護
受
給
者
の
医
療
券
を

と
一
体
化
す

マ
イ
ナ
保
険
証
に
別
人
の
情
報
が
大
量
に
紐

情
報
漏
洩
が
大
問
題

マ

に
対
す
る
国
民
の
信
頼
は
揺

更

生
活
保
護
の
医
療
券
を

ド
と
一
体
化
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
反
対
で
す

 

 

議
題
１
０
０
号

公
安
委
員
会
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

道
路
交
通
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律

電
動

が
７
月
１
日

従
来
の
道
交
法
で
は
義
務

運

転
免
許
取
得
が
規
制
緩
和

１
６
才
以
上
は
免
許
不
用

事
に
伴

違
反
者
の
講
習
制
度
を
新

た
に
設

手
数
料
を
定

 

電
動

普
及
に
伴

禁
じ
ら
れ
て
い
た
歩
道
の

の
逆
走
な
ど
に
よ

る
衝
突
や
接
触
な
ど
の
重
大
事
故
が
急
増
し

脳
損
傷
な
ど
の
深
刻
な
被
害
も
生
じ

歩
行
者
と
接
触
リ
ス
ク
の
高
い
歩
道
で
の
走
行
を
合
法
化

違
反
を
繰
り
返
す
人
に
運
転
を
さ
せ

な
い
仕
組
み
で
あ
る
免
許
制
度
の
対
象
外
に
す
る
事

事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
増
加
を
助
長
す
る
こ
と
に
な
り
ま

条
例
に
示

違
反
者
の

の
実
効
性
も
定
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海
外
で
は
安
全
性
確
保
の
た
め
規
制
が
強
化

逆
行
す
る
規
制
緩
和
に
基
づ
く
手
数
料

条
例
の
一
部
改
正
は
認

免
許
制
度
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
や

の
着
用

義
務
な
ど
の
安
全
性
確
保
を
日
本
政
府
に
求
め
る
べ
き
と
指
摘
し
て
反
対
い
た

 

 
 
 


